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〈1 面〉●新型インフルエンザの大流行に備え
　　　　感染症法・検疫法が改正

〈2・3 面（見開き）〉
　　　●連載　科学的根拠に基づいた
　　　　日本人に推奨できるがん予防法　第3回
　　　●産業医訪問　第76回
　　　●連載　健康づくり・健康増進を支援するページ
　　　　保健指導シリーズ：医師のコラム・保健師のコラム・　
　　　　 管理栄養士のコラム・健康運動指導士のコラム　
　　　　 第3回

〈4 面〉●　日本小児科学会学術集会が開催
　　　●サミットに向け保健医療サービスの改善求める　　
　　　　署名活動−ジョイセフ
　　　● 連載　保健会館クリニックの顔　第16回
　　　●近  泰男氏が藍綬褒章受章

今月の主な紙面

7月 2日　岡　惺治（健康管理コンサルタント）
　  　9日　第220回ヘルスケア研修会につき休み
　　16日　岡　惺治　
　　23日　三輪　一（東京都予防医学協会総合健診部長）
　　30日　三輪　一

　　　　　　《8月は夏休み》
9月 3日　岡　惺治
　　10日　三輪　一
　　17日　岡　惺治
　　24日　第221回ヘルスケア研修会につき休み

　

今
回
の
感
染
症
法
、
検
疫
法
の

改
正
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
時
に
、
そ
の
ま
ん
延
防
止

策
が
迅
速
に
図
ら
れ
る
よ
う
行
わ

れ
た
も
の
だ
。
未
発
生
の
感
染
症

対
策
が
両
法
に
盛
り
込
ま
れ
る
の

は
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
問

題
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の

よ
う
で
あ
る
。

・
感
染
症
の
類
型
に
「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
新
型

等
）
」
を
追
加
。
２
類
感
染
症

（
２
類
）
に
Ｈ
５
Ｎ
１
型
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
追
加
し
た
（
表
）

・
新
型
等
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
人

に
つ
い
て
も
、
感
染
者
と
み
な
し

て
法
を
適
用
で
き
る

〔
請
願
事
項
〕

Ａ
支
援
の
量
と
質
に
関
す
る
約
束

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
保
健
分
野
支
援
の
資
金
規
模
を

拡
大
し
、成
果
を
上
げ
る
た
め

に
必
要
な
調
整
を
実
現
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｃ
乳
幼
児
死
亡
率
の
削
減
、妊
産

婦
の
健
康
の
改
善
、感
染
症
対

策
、保
健
シ
ス
テ
ム
強
化
を
目

的
と
し
た
政
策
に
つ
い
て
、Ｇ

８
に
よ
る
合
意
を
導
い
て
く

だ
さ
い
。

　

署
名
、活
動
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト(www.metoo2008.

jp)

へ
。

・
新
型
等
を
健
康
診
断
、
就
業
制

限
、
入
院
の
対
象
と
す
る

・
２
類
と
新
型
等
の
感
染
者
に
対

し
、
都
道
府
県
知
事
は
入
院
を
勧

告
で
き
る
。
勧
告
に
従
わ
な
い
と

き
は
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

・
新
型
等
の
感
染
が
疑
わ
れ
る
人

に
対
し
、
都
道
府
県
知
事
は
外
出

の
自
粛
を
勧
告
で
き
る

・
国
は
２
年
以
内
に
限
り
、
新
型

等
を
１
類
感
染
症
と
し
、
政
令
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る

・
都
道
府
県
知
事
は
政
令
に
基
づ

き
、
新
型
等
の
病
原
体
に
汚
染
さ

れ
た
り
、
汚
染
さ
れ
た
疑
い
が
あ

る
建
物
の
立
ち
入
り
の
制
限
、
禁

止
、
封
鎖
が
で
き
る
。
72
時
間
以

内
の
期
間
を
定
め
て
、
汚
染
さ
れ

た
り
、
汚
染
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る

場
所
の
交
通
の
制
限
、
遮
断
が
で

き
る

・
新
型
等
を
隔
離
、
停
留
等
を
行

う
検
疫
感
染
症
と
す
る

・
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、

第
１
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
な

ど
の
他
、
検
疫
所
長
が
適
当
と
認

め
る
医
療
機
関
で
も
感
染
者
の
隔

離
が
で
き
る

・
医
療
機
関
の
他
、
宿
泊
施
設
な

ど
で
も
感
染
し
た
お
そ
れ
の
あ
る

人
の
停
留
が
で
き
る

　

こ
の
他
、
国
が
ワ
ク
チ
ン
な
ど

の
研
究
開
発
の
促
進
、
早
期
の
承

認
に
取
り
組
む
こ
と
、
抗
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
薬
と
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
ワ
ク
チ
ン
（
下
コ
ラ
ム
）
の
必

要
量
の
備
蓄
に
努
め
る
こ
と
な
ど

が
附
則
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
う
し
た
法
改
正
の
背
景
に

は
、
世
界
各
地
で

Ｈ
５
Ｎ
１
型
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
が
続
き
、
そ

の
封
じ
込
め
が
困

難
と
な
っ
て
い
る

状
況
が
あ
る
。
わ

が
国
で
も
４
月
下

旬
以
降
、
秋
田

県
、
北
海
道
な
ど

で
感
染
死
し
た
野

鳥
が
発
見
さ
れ
、

感
染
の
拡
大
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　

人
へ
の
感
染
も
東
南
ア
ジ
ア
を

中
心
に
、
15
カ
国
に
広
が
っ
て
い

る
。
世
界
保
健
機
関
に
よ
る
と
、

感
染
者
３
８
３
人
、
死
者
２
４
１

人
（
08
年
５
月
28
日
現
在
）
だ

が
、「
把
握
で
き
て
い
な
い
例
も

あ
り
、
こ
の
数
は
氷
山
の
一
角
に

過
ぎ
な
い
」
と
指
摘
す
る
専
門
家

も
少
な
く
な
い
。

　

Ｈ
５
Ｎ
１
型
は
、
全
身
感
染
を

起
こ
す
強
毒
型
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
で
、
鳥
で
の
致
死

率
１
０
０
％
、
人
で
は
60
％
を
超

え
る
非
常
に
毒
性
の
強
い
タ
イ
プ

で
あ
る
。
特
に
40
歳
未
満
で
は
致

死
率
が
高
い
。
こ
の
Ｈ
５
Ｎ
１
型

か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
世
界
規
模
で

未
曾
有
の
被
害
が
予
測
さ
れ
る
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の

カ
ギ
は
、
い
か
に
健
康
被
害
を
最

小
限
に
し
、
社
会
機
能
を
維
持
す

る
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
国

や
自
治
体
の
み
な
ら
ず
、
企
業
や

個
人
、
社
会
全
体
で
事
前
準
備
を

進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

　

厚
生
労
働
省
は
「
事
業
者
・

職
場
に
お
け
る
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
示
し
、
発
生
前
の
準
備

（
危
機
管
理
体
制
の
確
認
、
情
報

の
収
集
、
業
務
運
営
体
制
の
検

討
、
業
務
継
続
に
関
す
る
検
討
な

ど
）
、
発
生
直
後
と
感
染
拡
大
時

の
対
応
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　

個
人
の
対
策
と
し
て
は
、
流
行

時
に
外
出
を
控
え
る
こ
と
が
最
大

の
自
衛
策
と
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

関
す
る
情
報
の
収
集
と
共
有
②
食

料
・
日
用
品
の
備
蓄
（
最
低
２
週

間
分
）
な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要

だ
（
本
紙
４
１
２
号
既
報
）
。

新
型
発
生
時
に
、患
者
の
入
院
、隔
離
、

建
物
封
鎖
、交
通
の
遮
断
な
ど
可
能
に

「
発
生
は
時
間
の
問
題
」と
さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
そ
の
世
界
的
な
大
流
行
に
備
え
て
、

国
や
自
治
体
、
企
業
、
家
庭
で
の
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
強
化
を
柱
に
、「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す

る
法
律（
感
染
症
法
）」と
検
疫
法
が
改
正
さ
れ
、５
月
12
日
に
施
行
さ
れ
た
。
改
正
感
染
症
法
で
は
、

危
険
度
に
応
じ
た
１
～
５
類
の
感
染
症
の
類
型
に
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
」
を
新
設
。

１
類
感
染
症
に
相
当
す
る
感
染
症
と
み
な
し
て
、感
染
者
や
感
染
の
疑
わ
れ
る
人
の
隔
離
や
入
院
、

建
物
の
立
ち
入
り
制
限
や
封
鎖
、
交
通
の
制
限
や
遮
断
な
ど
の
措
置
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
必
要
量
の
備
蓄
な
ど
が
努
力
規
定
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。

プレパンデミックワクチン
新型インフルエンザになる可能性の高い鳥インフルエンザ
ウイルスから作るワクチンで、事前に製造、備蓄が可能。
発症は阻止できないが、重症化や死亡のリスクの減少が
十分期待できる。国民の70％以上に事前接種しておけ
ば、大流行の発生を回避できる可能性もある（発生後に
作るパンデミックワクチンは、効果は高いが、出荷まで半
年以上かかるので最初の流行には間に合わない）。
このため経済界では、希望する国民全員に事前接種を認
めるよう政府に働きかけを行っている。
日本は２千万人分を備蓄し、今年度中に１千万人分追加
の予定。また、臨床研究として約６千人に接種し、有用性
が確認されれば1千万人に事前接種する計画も進行中。

に
基
づ
い
た
説
明
を
行
う
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

診
療
で
は
、
で
き
る
だ
け
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
、
受
診
者

が
納
得
さ
れ
る
ま
で
説
明
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
よ
り
詳
し
い
検
査
や
治
療

が
必
要
な
場
合
に
は
、
速
や
か

に
専
門
病
院
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。乳

が
ん
は
、
早
期
な
ら
約

90
％
が
治
り
ま
す
し
、
治
療
の

負
担
も
軽
く
て
済
み
ま
す
。
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」。

目
標
を
達
成
す
る
の
が
大
好

き
と
い
う
坂
医
師
の
趣
味
は
ゴ

ル
フ
。「
公
式
戦
出
場
を
め
ざ

し
て
努
力
を
重
ね
て
い
る
」
と

い
う
。

事
業
所
や
家
庭
で
の

事
前
準
備
も
不
可
欠

　

情
報
の
収
集
と
共
有
、

　

食
料
な
ど
の
備
蓄
を

新型インフルエンザの発生と被害
新型インフルエンザは、鳥インフルエンザウイルスが、鳥
から人への偶発的な感染を繰り返すうちに、人から人に
効率よく感染するウイルスに変異することで発生する。
人類が免疫を持たないウイルスなので世界的大流行（パ
ンデミック）になる可能性が高い。
ひとたび新型インフルエンザウイルスが発生すれば、大
量高速輸送の発達した現代では、１週間程度で世界中
に広がる恐れもある。
スペインインフルエンザなど20世紀に３回出現した新型
インフルエンザは、いずれも感染が呼吸器に止まる弱毒
型のウイルス由来のものであった。現在、非常に毒性の
強いＨ５Ｎ１型鳥インフルエンザウイルスが鳥の間でパ
ンデミックになっており、その変異が警戒されている。
新型インフルエンザのパンデミックで予測されるわが国
の死者数は２１０万人（豪・Lowy研究所）。当初１年の
経済損失はＧＤＰ20兆円（４・１％）減少（第一生命総
合研究所）。

感染症法・検疫法が改正感染症法・検疫法が改正
新型インフルエンザの大流行に備え新型インフルエンザの大流行に備え

１
類

感
染
症

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南
米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱

２
類

感
染
症

急性灰白髄炎、結核、ジフテリア、重症急性呼吸器
症候群、鳥インフルエンザ（Ｈ5Ｎ1）

３
類

感
染
症

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸
チフス、パラチフス

４
類
感
染
症

Ｅ型肝炎、Ａ型肝炎、黄熱、Ｑ熱、狂犬病、炭疽、鳥
インフルエンザ（Ｈ5Ｎ1を除く）、ボツリヌス症、マラ
リア、野兎病　この他、すでに知られている感染性
の疾病で、動物やその死体、飲食物、衣類、寝具など
を介して人に感染し、上記と同程度に国民の健康に
影響を与えるおそれがあるもの

５
類
感
染
症

インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフル
エンザ等感染症を除く）、ウイルス性肝炎（Ｅ型肝
炎及びＡ型肝炎を除く）、クリプトスポリジウム症、
後天性免疫不全症候群、性器クラミジア感染症、梅
毒、麻しん、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症
　この他すでに知られている感染性の疾病（４類感
染症を除く）であって、上記と同程度に国民の健康
に影響を与えるおそれがあるもの

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症

新型インフルエンザ：新たに人から人に伝染する能力
を有することとなったウイルスを病原体とするインフル
エンザで、一般に国民が免疫を獲得していないことか
ら、当該感染症の全国的かつ急速なまん延により国民
の生命及び健康に重大な影響を与えるおそれがあると
認められるもの

再興型インフルエンザ：かつて世界的規模で流行し
たインフルエンザで、その後流行することなく長期間
が経過しているものとして厚生労働大臣が定めるも
のが再興したもので、一般に現在の国民の大部分が
免疫を獲得していないことから、当該感染症の全国
的かつ急速なまん延により国民の生命及び健康に
重大な影響を与えるおそれがあると認められるもの

表 感染症法改正で追加された疾患と分類
（網掛け部分）　　　　 改正法をもとに編集部で作成
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私
は
、
１
９
６
２
年
に
東
京
医

科
歯
科
大
学
医
学
部
医
学
科
を
卒

業
し
、
１
年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
を

経
て
、
母
校
の
大
学
院
医
学
研
究

科
に
入
学
し
、
内
科
学
・
呼
吸
器

病
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。

　

１
９
６
７
年
に
は
大
学
院
を
終

了
し
、
そ
の
後
10
年
間
ほ
ど
大
学

の
附
属
病
院
で
臨
床
検
査
科
に
席

を
置
き
、
呼
吸
器
内
科
を
兼
務
し

て
い
ま
し
た
。
結
核
、
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
を

専
門
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
９
７
７
年
に
霞
ヶ

浦
分
院
に
分
院
長
と
し
て
赴
任
し

ま
し
た
。
そ
の
時
、
分
院
の
近
く

に
、
あ
る
大
手
食
品
会
社
の
工
場

が
あ
り
、
そ
こ
の
嘱
託
産
業
医
を

依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
産
業
医
と
し

て
活
動
し
た
の
は
そ
の
時
が
初
め

て
で
す
。

　

近
代
的
な
食
料
品
の
生
産
工
場

の
実
態
に
接
し
、
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
職
場
巡
視
で

は
、
工
場
内
の
労
働
衛
生
、
職
場

環
境
、
危
険
物
、
重
量
物
、
振
動

や
騒
音
な
ど
、
産
業
医
と
し
て
必

要
な
多
く
の
管
理
項
目
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
時
の
経
験
が

後
の
産
業
医
活
動
に
大
変
役
に
立

ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
東
京
都
文
京
区
の
本
院

に
戻
り
、
学
生
と
職
員
の
健
康

管
理
を
主
な
業
務
と
す
る
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー
の
所
長
・
教
授
に
就

任
し
ま
し
た
。
学
生
の
健
康
管

２
０
０
４
年
に
刊
行
さ
れ
た

国
際
が
ん
研
究
機
構（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

に
よ
る
「
た
ば
こ
喫
煙
」
の
ヒ
ト

発
が
ん
性
評
価
に
関
す
る
報
告
書

で
は
、
喫
煙
は
、
肺
が
ん
だ
け
で

は
な
く
、
口
腔
、
咽
頭
、
喉
頭
、

食
道
、
胃
、
膵
臓
、
肝
臓
、
腎
臓
、

尿
路
、
膀
胱
、
子
宮
頸
部
、
骨
髄

性
白
血
病
に
対
し
て
発
が
ん
性
が

あ
る
こ
と
は
確
実
と
評
価
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
◇

わ
れ
わ
れ
の
日
本
人
約
10
万

人
を
対
象
と
し
た
コ
ホ
ー
ト
研
究

で
は
、
喫
煙
者
は
、
非
喫
煙
者
と

比
較
し
て
胃
、
肺
、
大
腸
、
膵
臓
、

そ
し
て
、
乳
房
の
が
ん
に
な
り
や

す
い
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
に
論
文

で
発
表
し
た
。
そ
の
相
対
リ
ス
ク

は
、最
も
低
い
大
腸
が
ん
で
１・４

倍
、肺
が
ん
で
は
４・５
倍
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
何
ら
か
の
が
ん
に

な
る
確
率
は
男
性
で
１・
６
倍
、

女
性
で
１・５
倍
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
喫
煙
者
が
禁
煙

を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
涯
で

高
い
確
率
で
遭
遇
す
る
が
ん
に
な

る
と
い
う
リ
ス
ク
を
３
分
の
２

（
１・５
倍
か
ら
１
倍
）
に
ま
で
下

げ
て
く
れ
る
可
能
性
を
持
つ
、
と

て
も
効
率
の
良
い
が
ん
予
防
法
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
ほ

と
ん
ど
か
か
る

こ
と
の
な
い
病

気
を
１
０
０
分

の
１
に
ま
で
下

げ
て
く
れ
る
画

期
的
な
予
防
法

よ
り
も
効
果
的

で
あ
る
。　
　

　
　
◇

　

禁
煙
が
有
効

で
あ
る
こ
と
を

示
す
デ
ー
タ
と

し
て
、
男
性
の

肺
が
ん
に
つ
い

て
、禁
煙
し
た
年
数
ご
と
に
分
け

て
肺
が
ん
罹
患
の
相
対
リ
ス
ク

を
比
較
し
た
も
の
を
示
す
。
た
ば

こ
を
や
め
て
か
ら
９
年
以
内
の

人
た
ち
で
は
３
倍
、
10
～
19
年
で

１・８
倍
と
だ
ん
だ
ん
低
く
な
り
、

20
年
以
上
禁
煙
し
た
人
た
ち
で

は
、た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
と
ほ

ぼ
同
じ
だ
っ
た
。
が
ん
の
原
因
の

１
つ
を
取
り
除
い
て
、が
ん
の
リ

ス
ク
を
減
ら
す
に
は
、

こ
の
よ
う
に
長
く
か
か

る
が
、
確
実
に
効
果
は

期
待
で
き
る
。

　
　
　
◇

こ
の
集
団
で
発
生

し
た
が
ん
の
何
パ
ー
セ

ン
ト
が
喫
煙
に
起
因
し

た
の
か
を
考
え
て
み
る

（
図
）。
調
査
開
始
時
、

男
性
の
52
％
が
喫
煙
者

で
あ
り
、
23
％
が
禁
煙

者
で
あ
っ
た
。
そ
う
す

る
と
、
非
喫
煙
者
の
リ

ス
ク
１
・
00
よ
り
上
に

出
た
部
分
が
喫
煙
に
よ

り
過
剰
に
発
生
し
た
が

ん
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
そ
の
面
積
は
、
全

体
の
29
・
４
％
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、こ
の
集

団
で
発
生
し
た
が
ん
の

約
30
％
は
、喫
煙
が
原
因
で
過
剰

に
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
を
、
２
０
０
１
年
に
男

性
で
診
断
さ
れ
た
推
定
33
万
の
が

ん
に
当
て
は
め
る
と
10
万
人
分
の

が
ん
に
相
当
す
る
。

　
　
　
　
　
◇

女
性
で
は
、
相
対
危
険
度
は
、

男
性
と
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い

が
、
喫
煙
者
は
５・
９
％
で
、
禁

煙
者
は
１・
４
％
し
か
い
な
か
っ

た
。
そ
う
す
る
と
喫
煙
に
よ
り
過

剰
に
発
生
し
た
が
ん
の
数
自
体
が

少
な
く
、
女
性
に
発
生
し
た
が
ん

の
約
３
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な

い
。
実
際
に
は
、
日
本
人
女
性
の

喫
煙
率
は
も
う
少
し
高
い
の
で
、

約
４
％
を
占
め
る
と
推
計
さ
れ

る
。
２
０
０
１
年
に
診
断
さ
れ

た
24
万
の
女
性
の
が
ん
の
う
ち
の

１
万
人
分
の
が
ん
に
相
当
す
る
。

　
　
　
　
　
◇

喫
煙
習
慣
別
に
40
歳
の
日
本

人
が
74
歳
ま
で
に
が
ん
に
な
る
確

率
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み

る
（
表
）。
男
性
喫
煙
集
団
に
お

い
て
は
、
何
ら
か
の
が
ん
に
な
る

確
率
は
29
％
、
肺
が
ん
に
な
る
確

率
は
６
％
で
あ
る
。
一
方
、
男
性

非
喫
煙
者
集
団
に
お
い
て
は
、
お

の
お
の
、
19
％
と
１
％
と
推
計
さ

れ
る
。
こ
れ
は
、
40
歳
の
男
性
喫

煙
者
１
０
０
人
の
禁
煙
に
よ
り
、

理
論
的
に
は
10
人
の
が
ん
（
そ
の

う
ち
５
人
は
肺
が
ん
）
の
発
生
を

予
防
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

女
性
に
お
い
て
は
、
喫
煙
集
団
で

19
％
、
非
喫
煙
集
団
で
15
％
と
推

計
さ
れ
、
非
喫
煙
者
集
団
に
お
い

て
は
、
男
女
差
が
接
近
す
る
。
こ

れ
は
、
が
ん
累
積
罹
患
リ
ス
ク
の

男
女
差
の
多
く
の
部
分
が
、
男
女

間
の
喫
煙
率
の
差
異
で
説
明
可
能

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
　
　
　
　
◇

繰
り
返
す
が
、
喫
煙
者
が
た

ば
こ
を
や
め
れ
ば
、
が
ん
に
な
る

確
率
を
３
分
の
２
に
ま
で
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
。
75
歳
ま
で
に
が

ん
に
か
か
る
確
率
が
約
30
％
か
ら

約
20
％
に
減
る
と
い
う
こ
と
は
、

個
人
に
と
っ
て
、
極
め
て
効
率
の

良
い
リ
ス
ク
回
避
と
な
る
。
ま

た
、
日
本
か
ら
喫
煙
者
が
１
人
も

い
な
く
な
れ
ば
、
毎
年
10
万
人
以

上
の
が
ん
を
防
げ
る
と
い
う
こ
と

は
、
わ
が
国
の
が
ん
対
策
に
と
っ

て
も
、
極
め
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
持
つ
。

さ
ら
に
、
禁
煙
は
、
循
環
器

や
呼
吸
器
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
多

く
の
病
気
の
予
防
に
つ
な
が
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

が
、
産
業
医
や
産
業
保
健
師
の

本
来
の
役
割
で
は
な
か
ろ
う

か
。
保
健
指
導
や
健
康
教
育
に

お
い
て
も
、
最
も
優
先
す
べ
き

課
題
で
あ
ろ
う
。

健
康
保
険
組
合
の
最
優
先
課

題
は
、
お
そ
ら
く
医
療
費
の
削

減
の
は
ず
で
あ
る
。
産
業
保
健

の
優
先
す
べ
き
課
題
と
は
明
ら

か
に
異
な
る
。
産
業
保
健
師
や

産
業
医
な
ど
が
、
メ
タ
ボ
健
診

と
保
健
指
導
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
耗
し
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
を

祈
り
た
い
。

（
日
本
経
団
連
顧
問
医
、
Ｔ
Ｉ

Ｓ
産
業
医
）

る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
企

業
で
重
要
な
役
割
を
担
い
、
残

業
続
き
の
人
が
運
動
し
て
体
重

を
減
量
す
る
こ
と
も
簡
単
で
は

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
た
ち
が

個
別
の
事
情
を
抱
え
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
る
し
、
生
き
て
い

る
の
で
あ
る
。

産
業
現
場
で
は
長
期
休
職

者
の
90
％
以
上
が
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
障
害
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
慢
性
疲
労
や
過
労
に
よ
る

症
状
で
苦
し
み
な
が
ら
仕
事
を

し
て
い
る
人
た
ち
も
多
い
。

そ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
健

康
を
守
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
よ

り
よ
い
労
働
生
活
や
人
生
を
送

す
る
。

　

健
康
行
動

は
さ
ま
ざ

ま
な
因
子
に

よ
っ
て
影
響

を
受
け
て
お

り
、
保
健
指

導
や
健
康
教

育
の
行
動
変

容
に
対
す
る
影
響
は
残
念
な
が

ら
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
働

く
人
の
行
動
は
、
時
間

的
ゆ
と
り
、
精
神
的
ゆ

と
り
、経
済
的
ゆ
と
り
、

仕
事
の
内
容
、
日
常
の

疲
労
度
、
家
庭
や
家
族

の
状
況
、
健
康
に
対
す

る
危
機
感
、
自
己
効
力
感
、マ

ス
メ
デ
ィ
ア
、
友
人
や
知
人
、

企
業
に
お
け
る
立
場
、
社
風
、

保
健
指
導
や
健
康
教
育
、年
齢
、

性
格
、
学
歴
や
教
養
、
過

去
の
病
歴
な
ど
、多
く
の

因
子
に
よ
っ
て
、そ
れ
ぞ

れ
の
人
に
お
い
て
決
定

さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
単
身
赴

任
の
人
が
、
食
事
を
管

理
し
糖
尿
病
を
改
善
す

導
や
健
康
教
育
に
情
熱
を
た
ぎ

ら
せ
て
も
、
報
わ
れ
る
と
は
限

ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
保
健
指

導
の
担
当
者
は
、
情
熱
が
大
き

け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
挫
折
感

が
強
く
な
り
、
燃
え
尽
き
た
り

保
健
指
導
に
し
ろ
健
康
教
育

に
し
ろ
、
健
康
管
理
に
従
事
す

る
も
の
に
は
情
熱
が
求
め
ら
れ

る
。
多
く
の
人
と
か
か
わ
り
を

持
ち
、
そ
の
人
た
ち
の
健
康
、

生
活
、
あ
る
い
は
人
生
に
何
が

し
か
の
影
響
を
与
え
よ
う
と
す

る
わ
け
だ
か
ら
、
当
然
の
こ
と

だ
が
、
情
熱
が
な
け
れ
ば
よ
り

よ
い
結
果
は
生
ま
れ
な
い
。

し
か
し
、
現
在
の
働
く
人
た

ち
の
労
働
環
境
で
は
、
保
健
指

た ばこ と がん

理
は
学
校
教
育

法
に
基
づ
き
、

職
員
の
健
康
管

理
は
、
国
家
公

務
員
で
す
か
ら

人
事
院
規
則
に

基
づ
い
て
行
わ

れ
ま
す
。
し
か

し
、
人
事
院
規

則
は
労
働
安
全

衛
生
法
に
準
じ

て
変
わ
る
の
で
、
結
局
、
職
員
の

健
康
管
理
も
実
態
と
し
て
は
産
業

医
活
動
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
に
定
年
で
大
学
を

退
職
し
た
後
は
、
４
年
間
ほ
ど
青

梅
市
立
総
合
病
院
で
勤
務
し
、
人

間
ド
ッ
ク
と
職
員
の
健
康
管
理
を

担
当
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
と
は

ま
っ
た
く
逆
の
、
健
診
機
関
と
し

て
デ
ー
タ
を
出
す
側
の
立
場
を
経

験
し
、
こ
の
経
験
も
ま
た
、
私
に

と
っ
て
貴
重
な
財
産
に
な
り
ま
し

た
。

　

オ
リ
ッ
ク
ス
に
は
12
年
ほ
ど
前

か
ら
非
常
勤
の
産
業
医
と
し
て
月

に
１
～
２
回
来
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
０
６
年
７
月
に
健
康
推
進
室

が
で
き
た
の
を
機
に
、
専
属
産
業

医
に
な
り
ま
し
た
。

疲
弊
し
、
身
体
的
な
影

響
も
生
じ
て
き
ま
す
。

そ
の
辺
の
見
極
め
が
面

談
の
重
要
な
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
人

の
話
を
直
接
聞
く
こ
と

で
、
数
字
だ
け
で
は
把

握
で
き
な
い
部
分
を
引

き
出
せ
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

た
社
員
の
膨
大
な
デ
ー
タ
を
保
有

し
て
い
ま
す
が
、
労
働
安
全
衛
生

法
の
守
備
範
囲
に
規
定
さ
れ
、
ま

た
最
近
で
は
個
人
情
報
保
護
法
の

影
響
も
あ
り
、
せ
っ
か
く
の
デ
ー

タ
が
効
果
的
に
活
用
で
き
て
い
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
に
産

業
医
と
し
て
の
葛
藤
を
感
じ
て
い

ま
す
。
会
社
と
社
員
と
の
信
頼
関

係
に
基
づ
い
て
、
デ
ー
タ
を
有
効

活
用
す
る
た
め
の
方
法
を
模
索
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、
外
国
に
赴
任
し
た
社

員
の
健
康
管
理
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
問
題
で
す
。
年
に
１
回
は
、

日
本
で
受
け
る
の
と
同
等
の
健
診

を
実
施
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま

す
が
、
海
外
で
は
簡
単
に
健
診
を

受
け
ら
れ
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

も
う
１
つ
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
で
す
。
そ
の
発
生
が
予

見
さ
れ
た
時
、
海
外
に
い
る
社
員

や
家
族
を
ど
う
す
る
か
、
日
本
で

の
住
居
を
ど
う
す
る
か
、
子
弟
の

の
教
育
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
も
こ
の
問
題
は
も
う
あ
ま

り
猶
予
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ヒ
ト
・

ヒ
ト
感
染
が
拡
大
す
る
前
に
対
応

し
な
い
と
す
べ
て
が
手
遅
れ
に
な

り
ま
す
。

　

社
員
を
「
企
業
戦
士
」
と
し
て

送
り
出
し
た
以
上
、
私
た
ち
に

は
、
彼
ら
が
安
心
し
て
働
け
る
環

境
を
整
備
す
る
責
任
が
あ
り
ま

す
。
今
そ
の
対
策
を
優
先
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

前
回
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
あ
ら
か
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
想
像
を
膨
ら
ま
せ
な
が

ら
面
談
準
備
を
し
、
実
際
に
臨

み
ま
す
。
し
か
し
現
場
で
は
、

来
談
者
が
私
た
ち
に
求
め
る
こ

と
と
、
逆
に
私
た
ち
が
来
談
者

に
提
供
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と

が
ま
っ
た
く
ズ
レ
て
し
ま
う
、

そ
ん
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ

り
、
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
通
り

に
は
い
か
な
い
も
の
で
す
。

保
健
師
も
来
談
者
も
人
間

で
す
。
ど
う
し
て
も
息
が
合
わ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も

プ
ロ
と
し
て
、
な
ん
と
か
来
談

者
に
気
持
ち
よ
く
面
談
を
終
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
、
私

た
ち
保
健
師
は
来
談
者
の
目
線

に
立
っ
た
相
談
が
で
き
る
よ
う

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

場
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
が
あ
の
よ
う
な
否
定

的
な
態
度
や
発
言
を
し

た
の
は
、
過
度
な
ス
ト

レ
ス
が
原
因
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
初
対
面
の

私
が
、
わ
ず
か
で
も
本

音
を
聴
け
た
の
は
幸
運

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

結
局
、
ご
家
族
に
も
参
考
に

な
る
よ
う
な
資
料
を
後
日
、
自

宅
に
送
付
す
る
と
い
う
こ
と
で

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

幸
い
に
も
、
Ａ
さ
ん
は
笑
顔

で
退
室
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
面
談
を
振
り
返
り
、

来
談
者
の
問
題
が
本
来
ど
こ
に

あ
り
、
何
を
求
め
て
や
っ
て
く

る
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
の
難

し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
一
度

の
対
話
の
中
で
初
対
面
の
者
同

士
が
同
じ
問
題
に
気
づ
き
、
共

有
し
、
改
善
策
を
思
索
・
模
索

こ
と
に
向
け
る
と
、「
こ
こ
だ

け
の
話
、
と
に
か
く
ス
ト
レ
ス

…
仕
事
自
体
は
好
き
な
の
に
。

も
う
何
十
年
も
…
」
と
Ａ
さ
ん

自
ら
口
を
開

き
始
め
た
の

で
し
た
。
次

第
に
Ａ
さ
ん

の
反
応
に
も

変
化
が
み
ら

れ
、
そ
れ
ま

で
の
緊
張
感

も
い
く
ぶ
ん

和
ら
い
だ
よ

う
に
感
じ
ま

し
た
。
こ
の

時
よ
う
や
く

Ａ
さ
ん
が
職

だ
か
ら
」
と
始
め
か

ら
、
い
ら
立
っ
た
様

子
の
Ａ
さ
ん
。
そ
れ

で
も
血
圧
に
関
す
る

話
を
続
け
よ
う
と
す

る
と
「
い
や
い
や
…

変
え
ら
れ
な
い
で
す

よ
。
で
き
な
い
で
す

よ
！
」
と
さ
ら
に
怒

り
を
あ
ら
わ
に
し
た

の
で
し
た
。
つ
い
に

は「
な
っ
た
ら
、な
っ

た
で
し
ょ
…
」
と
投
げ
や
り
な

発
言
も
。
い
き
な
り
険
悪
な
雰

囲
気
で
す
。
ど
ん
な
言
葉
を
か

け
た
ら
良
い
の
か
私
も
戸
惑
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
と
、
話
を
仕
事
の

今
月
号
で
は
、
い
よ
い
よ
相

談
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
血
圧
が
高
い
か
ら
、
塩
分
を

ど
う
の
こ
う
の
と
か
言
わ
れ
る

け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
好
き
じ
ゃ

な
い
。
嫌
々
す
る
の
は
無
理

出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
安
全
上
問
題
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
は
、
添
加
物
の
発

が
ん
性
な
ど
を
誇
大
に
伝
え
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
危
険
情
報

は
消
費
者
が
関
心
を
持
ち
や
す

い
も
の
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
情

報
の
拡
大
解
釈
が
な
い
か
な

ど
、確
認
が
必
要
で
す
。

★
こ
う
い
う
面
も
…

　

食
品
添
加
物
の
使
用
量
が
気

に
な
る
食
品
と
は
、
加
工
度
の

高
い
食
品
で
も
あ
り
ま
す
。
塩

分
、
脂
肪
分
の
と
り
す
ぎ
な
ど

栄
養
面
で
の
問
題
が
出
て
く

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
加
工
度
の
高
い
食
品
に

頼
り
す
ぎ
な
い
こ
と
も
必
要
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
食
品
や
食

生
活
の
安
全
性
は
、い
ろ
い
ろ

な
面
か
ら
み
て
、
判
断
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
前
回
の
ク

イ
ズ
の
正
解
は
○
。
添
加
物
の

発
色
剤
に
は
、ハ
ム
な
ど
の
色

を
良
く
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

食
中
毒
菌
の
繁
殖
を
抑
え
る
働

き
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、こ
こ
で
今
月
の
○
×

ク
イ
ズ
で
す
。
次
号
の
テ
ー
マ

「
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
」
に
ち
な
ん

だ
質
問
で
す
。

Ｑ　
野
菜
ジ
ュー
ス
は
野
菜
の
代

わ
り
に
な
る
？　

○
か
×
か
。

（
解
答
・
解
説
は
次
号
を
お
楽

し
み
に
）

★
添
加
物
使
用
に
は
訳
が
あ
る

　

そ
も
そ
も
、
添
加
物
は
な
ぜ

使
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

目
的
と
し
て
は
、
食
品
の
保

存
期
間
の
延
長
や
風
味
向
上
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
色
彩

や
食
感
な
ど
商
品
価
値
を
高
め

る
た
め
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ハ
ム
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い

る
発
色
剤
（
ハ
ム
な
ど
の
色
を

良
く
す
る
）は
、も
と
も
と
、ボ

ツ
リ
ヌ
ス
菌
（
食
中
毒
菌
）の

増
殖
を
防
ぐ
た
め
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
衛
生

管
理
法
の
改
正
な
ど
に
よ
っ

て
、
食
中
毒
の
予
防

よ
り
、
発
が
ん
性
の

問
題
が
重
要
視
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
結
果
、

使
用
基
準
量
は
ま
す

ま
す
厳
し
く
規
制
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
他
の
添
加

物
で
も
、
同
様
に
厳

し
い
基
準
で
使
用
量

が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
（
図
）。

　

一
般
的
な
喫
食
量

（
国
民
栄
養
調
査
な

ど
）か
ら
、
１
日
の

推
定
添
加
物
量
も
算

食
品
安
全
委
員
会
の
調
査
に
よ

る
と
、
約
７
割
の
人
が
「
添
加

物
に
不
安
が
あ
る
」
と
答
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
事
故
や
違

法
な
も
の
を
除
け
ば
、

添
加
物
に
よ
る
健
康
被

害
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
点
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
実
績
は
、
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク

体
制
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
評

価
で
き
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
食
品
添
加
物
（
添

加
物
）に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。

★
添
加
物
は
悪
者
!?

　

添
加
物
に
つ
い
て
の
内
閣
府

　

今
月
は
、
梅
雨
時
期
の
運
動

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

Ｑ　

健
康
診
断
後
、
運
動
不
足

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
休
日
は

忙
し
い
た
め
、
せ
め
て
通
勤
を

自
転
車
通
勤
に
変
え
よ
う
と

考
え
、
２
カ
月
間
継
続
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、雨
の
た
め
自

転
車
通
勤
を
中
止
→

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

低
下
→
食
事
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
も
中
止
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
体

重
も
増
加
し
、
気
分

は
一
層
落
ち
込
み
ま
す
。
運

動
不
足
の
解
消
や
気
分
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
、
室
内
で
も

手
軽
に
で
き
る
運
動
が
あ
り

ま
す
か
？

Ａ　

毎
日
雨
が
続
く
と
憂

う
つ
な
気
分
に
な
り
ま

す
。
運
動
不
足
に
な
ら

な
い
よ
う
、
雨
の
日
対
策

を
考
え
運
動
を
継
続
し
ま

し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
な
ど
屋
内
施
設
に
通
う

機
会
が
あ
る
と
良
い
の
で

す
が
、
働
い
て
い
る
と
忙

し
く
て
、
な
か
な
か
運
動

す
る
時
間
が
取
れ
な
い
方

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
自
宅
で
簡
単

で
手
軽
に
で
き
る
運
動
を

強
度
別
に
４
種
類
ご
紹
介
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
合
わ

せ
て
選
択
、
ま
た
は
組
み
合
わ

せ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
そ
の
場
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

肘
を
曲
げ
大
き
く
振
り
、
床

を
踏
み
し
め
る
よ
う
に
、
そ
の

場
で
足
踏
み
を
し
ま
す
。

②
腿
上
げ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

そ
の
場
足
踏
み
に
慣
れ
た

ら
、
腿
を
高
め
に
上
げ
ま
す
。

腹
筋
を
意
識
し
、
背
中
が
反
り

返
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

③
ス
テ
ッ
プ
ウ

オ
ー
キ
ン
グ

　

積
み
重
ね
た
古

雑
誌
（
ス
テ
ッ
プ

台
）
を
利
用
し
ま

す
（
階
段
で
も

可
）
。
お
尻
や
腿

の
筋
肉
を
意
識
し

て
行
い
ま
し
ょ

う
。

《
ス
テ
ッ
プ
台
の

作
り
方
》

　

３
㎝
程
度
の
厚

さ
の
雑
誌
を
数
冊

重
ね
合
わ
せ
、
縦

横
を
十
字
に
、
ガ

ム
テ
ー
プ
な
ど

で
ズ
レ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り

止
め
る
。
高
さ
は
、
自
分
の
体

力
に
合
わ
せ
て
調
節
す
る
。
最

大
で
も
階
段
１
段
分
程
度
（
20

㎝
く
ら
い
）
の
高
さ
ま
で
に
。

左
右
の
足
に
１
つ
ず
つ
用
意
す

る
。

④
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

そ
の
場
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
30
秒

間
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
30
秒

間
を
交
互
に
行
い
ま
す
（
イ
ラ

ス
ト
）
。

　

１
回
の
運
動
時
間
は
５
分
、

10
分
で
も
、
こ
ま
め
に
生
活
の

中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
、

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、
昼
休
み

時
間
、
家
事
の
合
間
に
、
ご
自

分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
、
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
　

岡 

惺
治

（
健
康
管
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

働
く
人
た
ち
へ
の

　
　

保
健
指
導
と
は

の

コ

ラ

ム

師医

食
品
の

　
　

添
加
物

士

の

コ

ラ

養栄理管

ム

ムラコの

互いにとまどう
気持ちのズレ

の

梅雨時期の
運動対策

士導指動運康健

師健保

コ

ラ

ム

健
康
づ
く
り
・
健
康
増
進
を
支
援
す
る
ペ
ー
ジ

保
健
指
導
シ
リ
ー
ズ
③

谷
合　

哲

こ

ぼ
り

よ
し

た
か

オ

リ

ッ

ク

ス

株

式

会

社

グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
室
室
長　

産
業
医

た
に

あ
い

さ
と
し
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当
社
の
特
徴
は
、
オ
フ
ィ
ス
業

務
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
産
業
医
活
動
と
し
て
は
、
製

造
業
と
比
べ
る
と
や
や
幅
が
狭
い

感
じ
も
し
ま
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
や

空
調
に
起
因
す
る
オ
フ
ィ
ス
特
有

の
問
題
も
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
空
間
の
中
で

人
間
関
係
を
軸
に
仕
事
を
す
る
の

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
人
的
な
ス
ト

レ
ス
も
か
か
り
ま
す
。
当
社
で
も

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
健
康
管
理
上

の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
近
年
、
長
時
間
勤
務
者

に
対
す
る
面
談
の
ウ
エ
ー
ト
が
増

え
て
お
り
、
過
重
労
働
対
策
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
業
務
に
ど
れ
だ
け
意
欲
的
に
取

り
組
め
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
過

重
労
働
に
よ
る
影
響
の
度
合
い
も

違
っ
て
き
ま
す
が
、
意
欲
的
に
取

り
組
ん
だ
と
し
て
も
１
０
０
時
間

を
超
え
る
状
態
が
続
け
ば
、
気
が

つ
い
た
時
に
は
メ
ン
タ
ル
的
に
も
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稲葉由実
本会・健康増進部

渡邊史子
本会・健康増進部

小川ルミ子
本会・健康増進部

埋忠洋一

非喫煙者 禁煙者 喫煙者

男性（割合） （20％） （25％） （55％）

がん$ 19.3％ 24.4％ 29.1％

肺がん # 1.3％ 3.6％ 5.7％

女性（割合） （85％） （3％） （12％）

がん$ 14.9％ 16.9％ 18.9％

肺がん # 1.1％ 1.9％ 3.1％

＄非喫煙者に対するがん罹患相対リスク：男性喫煙者1.6倍、男性
禁煙者1.3倍、女性喫煙者1.3倍、女性禁煙者1.15倍と仮定して、
2000年の年齢階級別がん罹患率推計値より計算

＃非喫煙者に対するがん罹患相対リスク：男性喫煙者4.4倍、男性
禁煙者2.7倍、女性喫煙者2.8倍、女性禁煙者1.7倍と仮定して、
2000年の年齢階級別がん罹患率推計値より計算

喫煙状態別の累積罹患リスク（40歳から74歳まで）表

喫煙と全がん罹患リスクとの関連図

添加物の安全率図

＊腰痛予防のため、膝を曲げて行う運動を紹介します。

食品に使うことのできる添加物
の量は、動物実験で、国際的な
機関が無害と確かめた量（無毒
性量）の通常1/100です。これ
は毎日食べつづけても安全な量
（ADI）です。さらに、使用量は、
この量より少なくなるように法
律で定められています。

毒性試験での
無毒性量

1日の摂取許容量
（ADI）

使用基準に
定められる量 日本食品添加物協会ウェブサイトより
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古紙パルプ70％の再生紙を使用しています。

サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
求
め
る
署
名
活
動　
　

ジ
ョ
イ
セ
フ

サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
求
め
る
署
名
活
動　
　

ジ
ョ
イ
セ
フ

小
中
学
校
の
通
常
学
級
で
「
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
」
が
６・
３
％
に
の
ぼ
る
（
文

部
科
学
省
調
べ
）
と
い
っ
た
現
状

を
背
景
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
小
児
医
療
と
学
校
教
育
の
接

点
」で
は
５
人
の
専
門
家
が
講
演
。

一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
最
大
限

に
伸
ば
し
、
生
活
や
学
習
上
の
困

難
を
改
善
す
る
た
め
の
支
援
の
あ

り
方
や
課
題
を
示
し
た
。

こ
の
う
ち
神
戸
市
教
育
委
員

会
の
中
尾
繁
樹
主
任
主
事

は
「
特
別
支
援
教
育―

学

校
の
立
場
か
ら
」
と
題
す

る
講
演
で
、
昨
年
か
ら
全

国
の
学
校
で
始
ま
っ
た
特

別
支
援
教
育
の
実
施
状
況

を
紹
介
し
、
自
治
体
や
学

校
現
場
で
の
取
り
組
み
の

遅
れ
を
指
摘
。「
発
達
課

題
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
へ

の
理
解
を
い
か
に
広
げ
て

い
く
か
、
専
門
家
と
い
か

に
連
携
を
と
る
か
な
ど
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
」
と

解
説
し
た
。

ま
た
、「
発
達
障
害
と
学
校
教

育
」
と
題
し
て
講
演
し
た
杉
山
登

志
郎
あ
い
ち
小
児
保
健
医
療
総
合

セ
ン
タ
ー
保
健
セ
ン
タ
ー
長
は
、

「
発
達
障
害
の
治
療
は
教
育
で
あ

り
、
そ
の
側
面
を
援
助
す
る
医
療

が
求
め
ら
れ
る
。
成
人
ま
で
情
報

を
繋
ぎ
、
見
守
る
こ
と
が
医
療
側

の
大
き
な
役
割
」
と
強
調
し
た
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の

急
速
な
変
化
を
踏
ま
え
、「
小
児

科
医
が
で
き
る
学
校
教
育
支
援
」

に
つ
い
て
講
演
し
た
田
澤
雄
作
仙

台
医
療
セ
ン
タ
ー
医
長
は
、「
問

題
を
抱
え
た
子
ど
も
や
保
護
者
に

小
児
科
医
が
積
極
的
に
関
わ
り
助

言
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」と
述
べ
、

問
題
解
決
の
手
が
か
り
と
す
る
た

め
に
学
会
の
学
校
保
健
・
心
の
問

題
委
員
会
が
作
成
し
た
「
21
世
紀

の
問
診
表
」
を
紹
介
し
た
。

一
方
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
思

春
期
医
療
へ
の
対
応
」
で
は
、
思

春
期
の
「
不
登
校
」「
性
」「
肥
満
」

「
喘
息
死
と
適
切
な
薬
剤
自
己
管

理
」
を
テ
ー
マ
に
、office21 

kitatoda

の
平
岩
幹
男
代
表
、

神
奈
川
県
立
汐
見
台
病
院
の
早
乙

女
智
子
副
科
長
、
帝
京
大
学
の
児

玉
浩
子
教
授
、大
阪
府
立
呼
吸
器・

ア
レ
ル
ギ
ー
医
療
セ
ン
タ
ー
の
土

居
悟
主
任
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演

し
、
第
一
線
で
の
取
り
組
み
を
報

告
。
思
春
期
の
子
ど
も
と
そ
の
問

題
へ
の
小
児
科
医
の
対
応
の
あ
り

方
、
家
庭
や
学
校
、
社
会
と
の
連

携
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
活
発
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
思
春
期
の
不
登

校
に
つ
い
て
講
演
し
た
平
岩
代
表

は
、
不
登
校
の
背
景
や
介
入
の
実

際
を
紹
介
し
、「
不
登
校
の
子
ど

も
た
ち
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
低
く
な
り
や

す
く
、
多
く
は
そ
の
状
況
に
満
足

し
て
い
な
い
。
受
容
的
に
子
ど
も

た
ち
の
声
を
聞
く
こ
と
が
解
決
に

つ
な
が
る
」
と
説
い
た
。

ま
た
、
思
春
期
の
性
の
実
態
、

妊
娠
中
絶
や
感
染
症
の
問
題
な
ど

に
つ
い
て
講
演
し
た
早
乙
女
副
科

長
は
、「
思
春
期
の
性
の
問
題
は

人
生
の
質
に
関
連
す
る
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

通
じ
て
援
助
手
段
が
取
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
性
の
健
康
に
関
す

る
認
識
を
医
療
者
が
再
確
認
し
、

適
切
な
手
段
が
提
供
で
き
る
よ
う

連
携
を
図
る
べ
き
」
と
し
た
。

学
術
集
会
で
は
こ
の
他
、
国

教
育
、
医
療
、
社
会
福
祉
、

産
業
振
興
等
の
分
野
で
、
公
衆
の

利
益
の
た
め
に
貢
献
し
た
人
に
贈

ら
れ
る
藍
綬
褒
章
。

こ
の
度
、
日
本
家
族
計
画
協

会
な
ら
び
に
家
族
計
画
国
際
協
力

財
団
（
ジ
ョ
イ
セ
フ
）
の
理
事
長

で
、
本
会
の
理
事
で
も
あ
る
近
泰

男
氏
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
家
族

計
画
お
よ
び
母
子
保
健
の
普
及

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
功
績
に
よ

り
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
た
。

ま
た
６
月
４
日
に
は
、
近
氏

の
受
章
を
祝
う
会
が
都
内
の
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
。

医
学
・
医
療
の
進
歩
に
伴
い
、

多
く
の
小
児
疾
患
の
予
後
が
改

善
し
、
患
児
や
家
族
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）
も
向
上
し
て
い

る
。
一
方
、
社
会
環
境
や
医
療

情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、
小
児

医
療
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
多
様

化
、
複
雑
化
し
、
そ
れ
に
応
え

る
た
め
の
新
た
な
仕
組
み
づ
く

り
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
４
月
25
日
か
ら
27

日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
、
東

京
・
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

第
１
１
１
回
日
本
小
児
科
学
会

学
術
集
会
（
会
頭　

福
永
慶
隆

日
本
医
科
大
学
教
授
）
が
開
催

さ
れ
た
。
学
術
集
会
で
は
「
小

児
医
学
・
医
療
の
進
歩
と
社
会

へ
の
調
和
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
、「
小
児
医
療
と
学

校
教
育
の
接
点
」「
思
春
期
医

療
へ
の
対
応
」「
診
療
・
教
育
・

研
究
を
ふ
ま
え
た
病
診
連
携
の

現
状
と
未
来
」
な
ど
多
数
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

〔
請
願
事
項
〕

Ａ
支
援
の
量
と
質
に
関
す
る
約
束

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
保
健
分
野
支
援
の
資
金
規
模
を

拡
大
し
、成
果
を
上
げ
る
た
め

に
必
要
な
調
整
を
実
現
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｃ
乳
幼
児
死
亡
率
の
削
減
、妊
産

婦
の
健
康
の
改
善
、感
染
症
対

策
、保
健
シ
ス
テ
ム
強
化
を
目

的
と
し
た
政
策
に
つ
い
て
、Ｇ

８
に
よ
る
合
意
を
導
い
て
く

だ
さ
い
。

　

署
名
、活
動
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト(www.metoo2008.

jp)

へ
。

第
２
２
１
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研

修
会
が
９
月
24
日
（
水
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
ま
で
、
東
京
・
永
田

町
の
「
星
陵
会
館
」
で
開
か
れ
る
。

保
健
指
導
シ
リ
ー
ズ
６
と
し

て
「
運
動
す
る
人
、
し
な
い
人

―

健
康
へ
の
効
果
を
検
証
す
る

（
仮
）」
を
テ
ー
マ
に
、
愛
知
学
院

大
学
心
身
科
学
部
の
佐
藤
祐
造
教

授
が
講
演
す
る
。
司
会
は
、
藤
沢

市
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
堀
悦

孝
所
長
。

会
場
の
「
星
陵
会
館
」
は
、

地
下
鉄
各
線
「
永
田
町
」「
国
会

議
事
堂
前
」「
溜
池
山
王
」「
赤
坂

見
附
」
駅
下
車
、
徒
歩
10
分
以
内

の
と
こ
ろ
。

参
加
費
２
０
０
０
円
。
定
員

先
着
４
０
０
人
。

る
た
め
、貧
し
い
国
へ
の
支
援
を

行
う
運
動
を
推
進
し
て
お
り
、Ｇ

８
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
も
、「
議

長
国
で
あ
る
日
本
政
府
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、保
健
分

野
に
お
け
る
、よ
り
多
く
の
、よ

り
効
果
的
な
支
援
を
実
施
す
る

よ
う
に
働
き
か
け
を
行
う
」と
し

て
、次
の
よ
う
な
請
願
書
を
作
成

し
、署
名
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

は
じ
め
と
す
る
政
治
問
題
を
主
要

テ
ー
マ
に
、北
海
道
の
洞
爺
湖
地

域
で
開
催
さ
れ
る
。

　

本
会
の
き
ょ
う
だ
い
団
体
で

あ
る
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団

（
ジ
ョ
イ
セ
フ
）な
ど
４
団
体
で

は
、「me  too―

す
べ
て
の
人

に
、
生
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
。」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、貧
困
を

主
な
原
因
と
す
る
医
療
機
会
の
不

平
等
な
ど
の
保
健
問
題
を
解
決
す

　

地
球
環
境
や
世
界
経
済
の
持
続

的
成
長
な
ど
国
際
社
会
が
直
面
す

る
社
会
・
経
済
問
題
に
つ
い
て
、

主
要
８
カ
国
の
首
脳
と
Ｅ
Ｕ
の
委

員
長
が
自
由
に
議
論
し
、政
策
協

調
を
行
う
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
る
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
。

　

今
年
は
わ
が
国
が
議
長
国
で
、

７
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日

間
、環
境
・
気
候
変
動
、開
発
・
ア

フ
リ
カ
、
世
界
経
済
、
不
拡
散
を

第221回ヘルスケア研修会

保健指導シリーズ ６

運動する人、しない人

9月24日（水）午後2時～4時
東京・永田町「星陵会館」

乳
腺
外
科
を
専
門
と
す
る
坂

医
師
は
、
東
京
厚
生
年
金
病
院

や
女
性
専
門
外
来
で
診
療
、
検

診
の
経
験
を
積
み
、今
年
１
月
、

本
会
に
着
任
し
た
。
日
常
診
療

の
か
た
わ
ら
、
乳
が
ん
検
診
の
普

及
に
力
を
注
ぐ
坂
医
師
は
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
精
度
管
理
中
央
委
員

会
の
読
影
指
導
認
定
医
と
し
て
医

師
ら
の
読
影
指
導
に
携
わ
る
他
、

一
般
女
性
へ
の
啓
発
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

「
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
乳
腺
外
来
に

は
、
乳
房
に
し
こ

り
や
分
泌
物
な
ど

の
気
に
な
る
症
状

の
あ
る
方
、
乳
が

ん
検
診
で
精
密
検

査
が
必
要
と
さ
れ

た
方
な
ど
が
受
診

さ
れ
ま
す
。

受
診
者
の
中
に
は
〝
乳
が
ん

だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
〟
と
不
安

を
抱
え
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
外
来
の
当

日
に
検
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
た
説
明
を
行
う
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

診
療
で
は
、
で
き
る
だ
け
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
、
受
診
者

が
納
得
さ
れ
る
ま
で
説
明
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
よ
り
詳
し
い
検
査
や
治
療

が
必
要
な
場
合
に
は
、
速
や
か

に
専
門
病
院
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。乳

が
ん
は
、
早
期
な
ら
約

90
％
が
治
り
ま
す
し
、
治
療
の

負
担
も
軽
く
て
済
み
ま
す
。
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」。

目
標
を
達
成
す
る
の
が
大
好

き
と
い
う
坂
医
師
の
趣
味
は
ゴ

ル
フ
。「
公
式
戦
出
場
を
め
ざ

し
て
努
力
を
重
ね
て
い
る
」
と

い
う
。

乳腺外来

坂
ばん

佳
か

奈
な

子
こ

医師

●
韓
国
健
康
管
理
協
会
研
修
団
が

本
会
を
訪
問
・
視
察

韓
国
健
康
管
理
協
会
の
研
修

団
一
行
20
人
が
４
月
14
日
か
ら
19

日
ま
で
訪
日
し
た
。

一
行
は
４
月
15
日
に
本
会
を

訪
れ
、
本
会
の
施
設
や
事
業
を
視

察
し
た
。

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
先
天
性
代
謝

異
常
症
の
診
断
と
治
療
」、
教
育

セ
ミ
ナ
ー
「
成
長
曲
線
」、
会
頭

講
演
「
鉄
と
貧
血
」、
市
民
公
開

講
座
「
子
ど
も
た
ち
の
食
を
考
え

る
」
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

近  

泰
男
氏
が

藍
綬
褒
章
を
受
章

近  

泰
男
氏
が

藍
綬
褒
章
を
受
章

日
本
小
児
科
学
会
学
術
集
会
が
開
催

調
和
を
め
ざ
し
て
」テ
ー
マ
に

「小児医学・医療の進歩と社会への「小児医学・医療の進歩と社会への
調
和
を
め
ざ
し
て
」テ
ー
マ
に


